
県北やませ地帯におけるスプレーギクの裁培法

(園試高冷地開発センター)

1.背 景とねらい

本県では、りんどうに次ぐ花きの主要品目の確立を目標として推進 しており、沿岸部でも

特有の気象条件を活用 し集約的なスプレーギクの産地化を模索 している。 しか し、導入され

てまもないため、技術蓄積や新品種導入の経験が少なく、栽培が安定化せず有利販売に結び

つかない問題をかかえている。また年次によっては、 シェー ド栽培でやませ地帯の多湿環境

とあいまって白さび病が多発 して問題 となっている。そこで、花 と野菜のやまびこ産地育成

事業の中で県北やませ地帯におけるスプレーギクの栽培法を検討 してきたところ、成果が得

られたので参考に供する。

2.技 術の内容

1)夏 秋ギクタイプと秋ギクタイプのスプ レーギクを組み合わせることによ り、 7月 下旬～

11月 までのほぼ 4か 月間にわたって出荷が可能となる。

2)品 質向上技術

(1 )夏 秋ギクタイプの品種では花房形などの品質向上のために電照が必要である。また、

9月 咲きの中にはエテホン液剤利用により花房形の向上する品種が多い。

エテホシ液剤の処理は 2回 とし、摘心時とその10～1 5日後に実施する。処理濃度は

25 0～3 0 0 p p mとし、株当 り2～ 3m lを 散布する。

(2 )秋 ギクタイプの品種では季咲き裁培でも花房形向上のため電照を導入する。採花時

期は無電照よりやや遅れる程度である。

電照の開始時期は摘心時とし、電照の打ちきり時期は摘心後発生 した室長が25 c m前

後、節数で 6～ 7節 時を 目安 とする。

3)適 応地域  県 北やませ地帯

3 指 導上の留意事項

1)多 湿環境 となるやませ気象下でのシェー ド栽培は白さび病の発生を助長するため、当地

帯ではシェー ド栽培を中心とした開花調節、品質向上技術の導入を避ける。

2)夏 秋ギクタイプの電照については、平成 5年 度指導上の参考事項 「夏秋ギク型スプ レ
ー

ギクの電照効果」に基づいて行 う。秋ギクタイプの電照法 も同様に行 う。

3)エ テホン液剤処理の効果は品種及び栽培時期によって も異なるため、効果の安定 した品

種で行 う。新 しい品種で行 う場合、事前に効果確認をする。

4)品 質の良いスプ レーギクの茎の太さはほぼ 6 m m前後のため、肥培管理の適正化に努める。

肥次なハウスでは茎が大 くなる傾向なので、基肥を減肥する。追肥は花弁形成期以降、早

い時期が望ま しいが、遅 くても出菅始期に実施する。

- 1 1 6 -



時期

タイフ
°

5 )低 温期の 1 1月 は品質確保のために最低温度を1 3℃以上に保つ。

[県北やませ地帯におけるスプレ
ーギク栽培体系図]
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6  試 験成績概要

表 1  夏 秋ギクタイプの電照による生育、品質 (平成 6年 )

品種

生育 ( 6月1 5日)

電照  茎 長  節 数

( C D l )  ( 鏡市)

採 花 障 吊 宵

茎長 節 数 花 菅数

(Cm)(枚 ) (花 )

切り花重 花 房形

( g )

調査時期 採花適期

(月 。日) (月 ・日)

ハ
｀
レリーナ

サリナス

3 2 . 5  1 1 . 1

2 6 . 3   1 1 . 5

3 0 . 6   7 . 4

2 7 . 8    8 . 0

1 3 1 . 6 3 8 . 4

7 9 . 2   2 0 . 6

1 3 5 . 8   2 7 . 8

1 2 0 . 6   2 5 . 0

有

無

有

無

2 7 , 0

1 3 . 4

1 1 . 8

1 3 . 0

1 0 4

6 5

6 8

7 5

3 . 0

2 . 0

3 . 0

2 . 0

8 ・1 0

7・2 6

8 ・1 0

8 ・1 0

8・10

7・26

8 ・1 2

8 ・8

表 2 エ テホン液剤 (エス レル10)利 用 による生育、品質 (平成 6年 )

エス レル 生 育 ( 7月1 1日)

処理回数 茎 長  節 数

(回 )  (cm)  (節 )

花  障  品

品 種 茎長 節 数

( c m ) (節 )

花菅数 切 り花重

(花)  ( g )

花房形 調査時期

(月・日)

フアンタシ
｀

ケヘ
｀
ック

1 3 3 . 9  3 5。4

1 3 5 . 0  4 8 . 0

1 3 3 . 6  3 7 . 0

1 4 2 . 3   4 8 . 6

０

　
　
２

　

０

　
　
２

2 7 . 6    7 . 6

1 4 . 3   1 1 . 5

2 6 . 3    7 . 7

2 2 . 1     1 0 . 9

3 5 . 8

2 6 . 2

1 9 . 0

17.0

7 4

6 3

71

6 3

3 . 1

4 . 0

2 . 4

3 . 0

9・27
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